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第３病棟

春だ！出かけよう！！

パクオケ、今年も
盛り上がりました！

各所の日常～2026年春～

びわこ学園医療福祉センター
野洲

第１病棟

第2病棟

びわこ学園医療福祉センター草津

第１病棟
第３病棟

第2病棟

卒業そして
新たなスタート

家族みずいらず(^ ♪̂

春だなあ

5月10日傘寿お祝いの会
後見人さんのお祝いの言葉に、

思わず笑みがこぼれたひととき!（^^）!

5月5日　こどもの日
シャボン玉や綿菓子で
すっかりお祭り気分！

屋根よ～り～　高～い
こいの～ぼーり～♪

どの花植えようかな～
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各所の日常～2026年春～

さくらはうす ひまわり
はうす

桜満開！お花見に行きました お茶を一服。。。

玉ねぎの収穫をしました

集中。。。知的障害児者地域生活支援セ
ンター

ともる_女子会の相談

えまい
和倉いで湯太鼓保存会

さんさん　さんさんマルシェ

びわこ学園障害者支援センター

ケアホームともるに新しい
入居者（左の女性）をお迎えしました。
女性入居者が「二人」に増えたので、
さっそく「女子会」の打ち合わせ中です。

ケアホームえまいに和倉いで
湯太鼓保存会の皆さんが来所、
大迫力の演舞にクギヅケです。
大きな太鼓にも興味津 ！々

2回目を迎えた「さんさんマルシェ」。今年も多くの皆さんに来場いただきました。
出店者、キッチンカーの皆さま、ありがとうございました。また来年をお楽しみに！
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Welcomeようこそ
びわこ学園へ

特定技能外国人第3期生

　2026年3月1日　ネパールから3人、フィリピンから2人の特定技能外国人が入職しました。
　ネパールの3人はセンター野洲、フィリピンの2人はセンター草津にそれぞれ配属となり、早5ヵ
月を迎えようとしています。病棟の仕事を覚えることと、日本語の勉強に頑張っています。

（法人事務局人財育成部）

　これからのびわこ学園を共に支える仲間として、本年度も4月1日に正規職員を迎えることができ
ました。理事長から一人ひとりに辞令が手渡され、新任職員代表からは、着任してこれからの思いを
込めた宣誓がありました。現在は、それぞれの部署で日々頑張っているところです。

（法人事務局人財育成部）

（辞令交付式にて）
左からサラダさん
　　　　　（センター野洲第1病棟）、
ミナさん　（同野洲第2病棟）、
ドマさん　（同野洲第3病棟）、
アンジェリカさん
　　　　　（同草津第3病棟）、
クレアさん（同草津第2病棟）

新任職員代表井上さんによる宣誓

今年度着任した職員の皆さんと
口分田理事長他、経営メンバー

令和8年度　社会福祉法人びわこ学園着任式
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令和8年度
社会福祉法人びわこ学園創立記念式典

記念講演の動画と講演資料ついては、「びわこ学園ホームページ」からご覧いただけます。

山﨑前理事長に感謝状を贈呈する
口分田理事長

感謝状を贈呈した皆様、永年勤続表彰を
受賞した職員と法人役員との記念撮影

　今年度は、７組の感謝状贈呈対象の皆様と、勤続10年表彰受賞者が21名、岡崎賞（勤続25年）
表彰者が３名でした。そのうち、出席いただいた皆様には口分田理事長から感謝状の贈呈とそれぞ
れの永年勤続職員を表彰いたしました。� （法人事務局　総務部庶務課）

　「いのちを感じる」――これは、昨年度の３月に滋賀県重
症心身障害児者・医療的ケア児等支援センターこあゆ主催の
フォーラムにおいて、ご自身が大切にしている言葉として、口
分田先生が色紙に書いてくれた一言です。今回の口分田先生に
よる令和８年度創立記念講演は、まさにびわこ学園を築いてき
た先人たちの実践や思いを、先生が利用者一人ひとりと向き合
う臨床の中で深く心に刻みながら、その「いのちを感じる」実
践を行ってきたお話でした。

　「人と生まれて人間となる」という糸賀一雄先生の最後の講義の言葉。それは、障害が重く一見
すると何も感じていないと思われるかもしれない本人から発せられるかすかなサイン（バイタル
や表情等）や、日常の何気ないエピソードを丁寧に受け取る中で、一方通行ではない「かかわり合
う関係」になり、自己と他者の間に豊かな「間（あいだ）」が立ち上がってくる。その人がその人
の中で生き続けていく。先生のおっしゃる「いのちの発達保障」はそのことの具現化であり、そし
て、それは目の前の利用者にとどまらず、地域や社会の認識、仕組みとして広がっていくことが大
事だと話されました。
　この世界に入るきっかけとなった、若き学生時代のあけみちゃんとの散歩。その道草の中に感じ
た「どんなに障害が重くても一人ひとりに思いがある」といういのちの響きは、今も先生の中に生
き続け、同じように我々びわこ学園の職員の中にも生き続けています。

（法人事務局　事業企画課長　増野隼人）

令和8年度創立記念講演報告
いのちを感じる～びわこ学園理事長口分田政夫先生のご講演を聞いて
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【　概　要　】
社会福祉法人びわこ学園 令和８年度事業計画

（詳細は、びわこ学園ホームページに掲載）

Ⅰ．法人事務局
＜重点項目＞
①� 障害者虐待防止対策の推進

・�「障害者虐待に向けた心構え」の改訂検討や職
員の行動指針を策定し、対策を強化します。

②� 職員確保・定着支援の強化
・�カスタマーハラスメント防止に向け対応指針や

相談体制整備を上半期中に行います。
③� 働きやすい職場環境づくりの推進

・�DX推進室を設置し、ICT等活用の検討、業務効
率化と働き方改革を推進します。

１．事業運営・展開
（１）第四期中期計画に基づく事業の実施

・�将来ビジョン、組織のあり方、人材確保・育成
について、将来構想委員会において検討し具体
化を図ります。

（２）各事業の適正運営について、多面的視点での研
究、実践

・�事業企画部に、事業経営班と調査研究班を置
き、経営的視点、利用者の生活視点に立った研
究、検討を行います。

（３）地域における公益的な取り組み

　物価高騰や経費増大、人材確保の困難など、学園を取り巻く環境は厳しさを増しています。入所施設では
ベッドの有効活用や海外技能実習生の受け入れなど、対応を進めています。今後、赤字部門の改善や責任あ
る執行体制を通じて経営の安定化を図る方針です。一方で、利用者のいのちを守り輝かせ、職員も輝くという
理念のもと、「本人よし・家族地域よし・職員職場よし」の三方よしの実現を目指します。ノーリフトケアや
DXのさらなる推進、心理的安全性の高い組織づくりを進めます。また、国が進める医療や福祉の制度や報酬
体系の見直しを踏まえ、将来構想の検討を進めます。特に、日中活動の充実や地域と連携した選択支援型の取
り組みを推進します。また、利用者・家族の高齢化に対応し、全世代型の支援体制を整備します。先人の理念
を継承しつつ、若手からベテランまで全世代が協働し、新たな価値創造に取り組んでいきます。

地域連携型
選択支援型
多機能型　等
医療機能の充実
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・�「こあゆ」ついて、教育・保育と地域支援者の
連携体制構築、利用者のバックアッププラン作
成と支援を展開します。

・�事業所開設促進事業について、空白圏域の新規
開設促進を図り、事業所間ネットワーク構築及
び開設後の運営サポートを行います。

・�センター野洲が創立60年を迎える中、「いのち
と人間の尊厳について考える機会」としてびわ
こ学園後援会と共同し、ドキュメンタリー映画
上映会を開催します。

２．組織運営・管理
（１）７対１看護基準の維持

・�マイナビ看護師採用支援プロジェクトを活用
し、看護師採用・定着支援を行います。

（２）人財確保育成に関する方針の再定義
・�社会的情勢を理解し、人財確保・育成のビジョ

ンを具体化します。
（３）多様な人財の確保

・�特定技能外国人の令和９年度雇用計画を検討し
ます。

（４）多様な働き方と職員の定着支援
・�女性活躍推進法等に基づくびわこ学園行動計画

に取り組み、令和10年「くるみん認定」を取得
します｡

（５）研修体制の検証・再構築
・�現行の研修体制の検証を行い、必要な項目につ

いては再構築を行います。
３．経営・財政
（１）財政基盤の強化

・�月次データの共有化を図り、財政状況及び予算
の執行状況について適宜、経営会議、理事会、
評議員会等に報告します。また、施設建替えに
向けて積立額の確保にも取り組みます。

Ⅱ．びわこ学園医療福祉センター草津
＜重点項目＞
①�「障害者施設等入院基本料７：１」基準の安定維持

数値目標：看護師人数75名以上の安定確保をめざ
します。

具体的手立て：採用ルートの多様化を図り、勤務
体制の見直しを行います。施設基準について定時
点検を行い、基準維持に必要な体制を整えます。

②� 医療安全・虐待防止
数値目標：レベル３以上の事故を前年比で減少さ
せます。虐待事案の発生をゼロとします。
具体的手立て：誤薬防止に向けたICTの活用を進
め、安全管理体制を強化します。
医療安全管理委員会・虐待防止委員会において振
り返りを定例化し、改善策の実施状況を点検しま
す。

③� 働きやすい職場づくり
数値目標：残業時間及び休暇未取得日数の前年比
削減をめざします。
具体的手立て：
・�ICT、AI活用の拡大、業務フローの見直し、勤

務体制の再設計を行います。
・�パワーハラスメント、カスタマーハラスメント

等あらゆるハラスメントの防止に努めます。
１．人権への配慮と対策の充実

・�虐待の芽やグレー事案を早期把握し、委員会で
検証し、職員で共有していきます。

２．医療安全･事故防止対策の充実
・�Safety-IIの視点を職員全体で周知し、日常の安

全行動を点検します。
３．入所利用者への取り組みの充実

・�重度重症化への対応力を高め、医療ケアの整理
と支援の質の向上を行います。

・�日中活動の充実・社会参加を広げ、個別支援や
会議を通じて利用者理解を深め、生活の質の向
上を高めます。

４．地域支援の充実
・�オンライン診療を稼働させ、外来機能の充実を

図ります。
５．職員の定着と育成

・�ノーリフトケアを推進し、安全で負担の少ない
ケア環境を整えます。

・�AI機能を活用し、個別支援計画やサマリー作成
等の業務効率化を進めます。

【ご報告】　びわこ学園医療福祉センター草津施設長の交代
種子島　章男（令和8年4月1日就任）

　このたび、びわこ学園医療福祉センター草津施設長を拝命いたしました。 
利用者・ご家族の皆様に安心していただける医療・福祉を提供するとともに、
職員一丸となって地域に信頼される施設づくりに努めてまいります。今後とも
皆様のご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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６．防災・防犯対策の充実
・�近隣施設と連携し、災害時の協力体制を整え、

ＢＣＰをより実効性のあるものとします。
７．その他

・�診療報酬にかかる施設基準の定時点検を行い、
新規項目の算定をめざします。

Ⅲ．びわこ学園医療福祉センター野洲
＜重点項目＞
①�収益強化と経費削減、業務効率化により収益の改善

を図ります。（第２期）
②�入院基本料７対１維持と全ての職種における職員不

足を解消します。
③�テクノロジーを活用し生産性の向上を図ります。
１．人権への配慮と対策の充実

・�障害者虐待防止法の再学習により疑いの段階で
速やかに通報することを徹底します。

・�単なるリスク管理から人権を尊重する研修へシ
フトし、研修後に人権方針や相談窓口に関して
補足説明や質疑ができる場を設けます。

２．医療安全･事故防止対策の充実
・�手順書の遵守により医療関連事故を未然に防ぎ

ます。
・�介護中の転落・転倒、骨折事故ゼロを目指しま

す。
・�労安委員会による巡視を継続します。また、ス

トレスチェック実施期間に合わせ、“心の安全
週間”を設け、安全で健康的な職場環境を築き
ます。

３．入所利用者への取り組みの充実
・�重度重症化等により出現する病状への診療・支

援体制の更なる充実を進めます。
・�利用者一人ひとりの食形態を守り、食べる楽し

みや季節が感じられる食事が提供できるよう、
委託業者と協力しながら進めます。

・�一人ひとりの思い・願いを支える活動や社会参
加を個別支援計画へ記述し、実践します。

４．地域支援の充実
・�心エコーや発達・心理相談の開設等、外来診療

の充実を図ります。
・�短期入所ベッド分散化により、利用者家族の希

望に合わせた受け止めを整備します。
５．職員の定着と育成

・�新任職員の育成は、所属部署のみではなく施設
全体で行う体制を構築します。管理職のマネジ
メント力を強化するためのOJTを実施します。

・�特定技能外国スタッフの育成は、中・長期的な目
標を設定した継続的な支援体制を構築します。

・�第３病棟利用者の障害特性を踏まえた「標準的な
支援」が実践できる職員育成と配置を行います。

６．防災（防犯）対策の充実
・�施設の地理的リスクと備蓄を更新し、防災倉庫

を整備します。また、北桜自治会・消防団との
合同避難訓練を実施し、有事に備えます。

・�サーバー攻撃に対するセキュリティ体制を構築
し、定期的な研修を実施します。

Ⅳ．知的障害児者地域生活支援センター
＜重点項目＞
①�当事者・家族・地域も巻き込んだ実効性のある災害

時の業務継続計画の運用を図ります。
②�AIの導入等ICTの拡充による業務の効率化を図り、業

務負担軽減と利用者支援への集中を図ります。
③�センター内での各課の連携と応援体制の拡充に向け

た構築を行い、円滑な利用者支援と職員間の業務負
担均衡化を図ります。

④�カスタマーハラスメントの義務化に伴い、大津市と
対応策を検討し、安心して働ける職場づくりを行い
ます。

１．事業運営・展開
（１）さくらはうす（通所課）

・�業務及び支援プロセスの整理を行い、支援の質
の向上と効率的な運営と業務負担の軽減を図り
ます。

・�重度の障害や強度行動障害を有する利用者に対
し、重度障害者支援加算（Ⅱ）及び（Ⅲ）を取
得します。

（２）ひまわりはうす（支援課）
・�令和９年度の地域活動支援センター事業開始に

向けて、大津市と確認をしながら円滑な移行を
進めます。

・�利用者評価アンケート結果をもとに活動内容や
支援の改善を行います。

（３）生活支援センター（相談課）
・�大津方式のアップデートの検討の中でのリハス

タッフの今後の在り方に関して大津市と協議を
行います。

・�利用者評価アンケートの結果をもとに相談支援
専門員の対応の質の向上を図ります。

・�基幹相談調整センターとして大津市障害者プラ
ンの見直しに協力します。

２．組織運営・管理
・�利用者の権利擁護の取り組みを推進します。
・�利用者の行方不明事故対策を全館で講じます。
・�防犯体制の構築を大津市と協議をしながら行い

ます。
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・�おまつりはうすを実施し、近隣住民と交流を図
ります。

・�「抱え上げない介護」の取り組みを地域へ発信
します。

・�安全運転に対する意識を高めるための教育を行
います。

３. 経営・財政
・�事業受託を円滑に行うための人件費増加に伴う適

切な予算確保に向けて大津市と協議を行います。

Ⅴ．びわこ学園障害者支援センター
＜重点項目＞
【統一テーマ】
　３つの「守る」を徹底し、びわセン事業を持続可能
な事業として次世代に「つなぐ・託す」
①� 「利用者」を守る

・�虐待防止委員会、身体拘束適正化委員会を定例
開催し、「虐待の芽」を未然に摘みます。

・�ノーリフトケアを一層推進し、利用者にとって
安心・安全の介護サービスを提供します。

・�基準人員を確保し、安心して利用いただくため
のサービスの安定を図ります。

・�“日中活動”の安定実施と取組内容の充実を図
ります

②� 「職員」を守る
・�介護する側にとっても安全・安楽なノーリフト

ケアの一層の推進、浸透に努めます。
・�労働安全衛生委員会による定期職場巡回を継続

実施し、職場環境のさらなる改善を図ります。
・�困りごとや悩みを気軽に相談できる体制を整

え、働き方のミスマッチをなくし、離職を防ぎ
ます。

・�あらゆるハラスメントを許さず、すべてのハラ
スメントから職員の尊厳を守ります。

・�ともに支え、高めあう「協働型組織」へ発展的
に改組していくことを目指します。

③� 「事業基盤」を守る
・�DX推進による業務効率化を一層進め、その具体

的成果の最大化を目指します。
・�GH事業、ヘルプ事業に続き、生活介護事業に

おいてもケアカルテで給付費請求まで完遂しま
す。

・�業務の標準化を進めるため基幹業務システムの
統合に向けた検討を行います。

・�「高コスト体質脱却」「財務健全化」「支出最
適化」に向けた「予算標準単価制」の徹底と深
化を図ります。

１．事業運営・展開
・�重症心身障害の養護学校在校生の在籍年次につ

いて学校側と定期的に情報交換を行い、将来的
な事業規模や事業展開の検討に活用します。

・�重症心身障害児者、医療的ケア児者及びそのご
家族の地域生活における「最後の拠り所」とし
ての訪問系事業（ヘルプ、訪問看護）を堅持し
ます。

・�ノーリフトケアについて、標準マニュアル作
成、（仮称）ノーリフトケアマイスター制度
（独自の認証制度）の開始に向けたさらなる検
討を行います。

・�将来計画検討委員会でのこれまでの検討内容と
既に具現化した内容等について、一定の「まと
め・集約」を行うとともに、今後の委員会のあ
り方等も含め議論をさらに深めます。

２．組織運営・管理
・�限られた人員での事業展開が求められる中、選

択と集中による事業効率化、職員配置の適正化
を進めつつ、引き続き事業所間のヨコ連携の取
組を推進します。

・�次代を担う「地域支援リーダー」の継続的育成
と当該職員を核とした各事業所内での学びの場
の充実を図ります。

３. 経営・財政
・�財務健全化に向けた「経営感覚」の現場職員レ

ベルまでの浸透と展開を図ります。
・�さらなるDX推進とケアカルテの徹底活用、他の

業務システムのケアカルテへの統合検討をすす
めます。

・�ファシリティマネジメントを適切に回し、施
設・設備等の長寿命化を図ります。

・�今般の臨時報酬改定に適切に対応するととも
に、次期報酬改定等に向け、課題を整理し、国
県市に対し、引き続き要望や働きかけを積極的
に行います。
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令和８年度　社会福祉法人びわこ学園資金収支予算書
拠点区分 サービス区分 拠点区分 サービス区分

法人本部 本部

障害者支援センター

特定相談支援（びわりん、てくてく）
訪問介護ステーション、

共同生活援助（ともる、えまい）
生活介護（えがお、さんさん、たいよう、かなえ、 

ピアーズ）、多機能型事業所ちょこらんど
医療福祉センター草津 医療福祉センター草津　重症心身障害児者施設

医療福祉センター草津　短期入所

医療福祉センター野洲 医療福祉センター野洲　重症心身障害児者施設
医療福祉センター野洲　短期入所

医ケア児等支援センター 重症児者医ケア児等支援センター事業

訪問看護ステーション
ちょこれーと 訪問看護ステーション

知的障害児者地域生活
支援センター

生活介護さくらはうす、多機能型ひまわりはう
す、生活支援、地域生活支援 長浜診療所 長浜診療所

勘定科目

法
人
全
体

法
人
本
部
拠
点
区
分

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

草
津
拠
点
区
分

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

野
洲
拠
点
区
分

知
的
障
害
児
者
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
拠
点
区
分

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

拠
点
区
分

医
ケ
ア
児
等
支
援
セ
ン
タ
ー

拠
点
区
分

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ち
ょ
こ
れ
ー
と
拠
点
区
分

長
浜
診
療
所

拠
点
区
分

予算額 予算額 予算額 予算額 予算額 予算額 予算額 予算額 予算額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

児童福祉事業収入 13,175 13,175
障害福祉サービス等事業収入 2,534,618 2,405 671,677 706,600 370,331 759,569 24,036
医療事業収入 2,711,273 1,367,107 1,268,270 63,896 12,000
経常経費寄附金収入 630 100 500 30
受取利息配当金収入 8,047 520 3,200 4,000 20 270 19 10 8
その他の収入 24,043 1,000 14,000 8,000 985 8 50
事業活動収入計（１） 5,291,786 4,025 2,069,659 1,986,870 371,366 759,847 24,055 63,956 12,008

支
出

人件費支出 3,703,931 98,000 1,354,156 1,309,410 326,993 527,306 18,919 53,401 15,746
事業費支出 556,032 281,426 209,180 9,093 54,983 750 600
事務費支出 615,779 36,371 202,124 246,715 30,684 84,708 4,835 7,555 2,787
支払利息支出 0
その他の支出 200 200
事業活動支出計（２） 4,875,942 134,371 1,837,906 1,765,305 366,770 666,997 23,754 61,706 19,133

　事業活動資金収支差額（３）=（１）－（２） 415,844 -130,346 231,753 221,565 4,596 92,850 301 2,250 -7,125

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等補助金収入 3,000 3,000
施設整備等寄附金収入 0
施設整備等収入計（４） 3,000 0 3,000 0 0 0 0 0 0

支
出

設備資金借入金元金償還支出 0
固定資産取得支出 177,124 1,500 113,099 60,825 1,000 700
ファイナンス・リース債務の返済支出 4,168 3,600 568
施設整備等支出計（５） 181,292 1,500 113,099 64,425 1,000 1,268 0 0 0

　施設整備等資金収支差額（６）=（４）－(５） -178,292 -1,500 -110,099 -64,425 -1,000 -1,268 0 0 0

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

拠点区分間長期貸付金回収収入 4,342 4,342
事業区分間繰入金収入 4,000 4,000
拠点区分間繰入金収入 133,300 133,000 300
サービス区分間繰入金収入 47,701 27,947 8,084 11,670
その他の活動収入計（７） 189,343 137,342 27,947 8,384 0 11,670 0 0 4,000

支
出

長期貸付金支出 5,000 2,000 3,000
積立資産支出 162,959 1,250 52,500 92,000 3,596 12,266 301 1,046
拠点区分間長期借入金返済支出 4,342 4,342
事業区分間繰入金支出 4,000 4,000
拠点区分間繰入金支出 133,300 60,300 60,000 13,000
サービス区分間繰入金支出 47,701 27,947 8,084 11,670
その他の活動支出計（８） 357,302 5,250 142,747 163,084 3,596 41,278 301 1,046 0

　その他の活動資金収支差額（９）=（７）－（８） -167,959 132,092 -114,800 -154,700 -3,596 -29,608 -301 -1,046 4,000
　当期資金収支差額合計（10）=（３）+（６）+（９） 69,593 246 6,854 2,440 0 61,974 0 1,204 -3,125

　前期末支払資金残高（11） 1,425,414 222,645 494,483 477,643 0 128,831 0 97,938 3,874
　当期末支払資金残高（10）＋（11） 1,495,007 222,891 501,337 480,083 0 190,805 0 99,142 749

（単位：千円）
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フォーラム報告：滋賀県医療的ケア児等支援センター
「こあゆ」開所3周年

滋賀県重症心身障害児者・医療的ケア児等支援センターこあゆ　滋賀県重症心身障害児者・医療的ケア児等支援センターこあゆ　増野 隼人増野 隼人

3人の医師たちによる基調対談の様子

　2026年３月14日、滋賀県庁において、滋賀県重症
心身障害児者・医療的ケア児等支援センター「こあ
ゆ」主催による「もうすぐ開所いしのうえにもまる３
年フォーラム」が開催されました。
　本フォーラムは、開所から３年弱の歩みを振り返
り、当センターが果たしてきた役割を報告するととも
に、他府県の状況も踏まえながら今後の医ケアセン
ターにおける支援の方向性を再確認する貴重な機会と
なりました。
　基調対談では、滋賀県の医療最前線でご活躍されて
いる滋賀県立総合病院こども医療センター副センター
長である柴田実医師、くまだキッズ・ファミリーク
リニック院長である熊田知浩医師、当センターのセン
ター長であり、社会福祉法人びわこ学園の理事長であ
る口分田政夫医師の３名が登壇されました。先生方か
らは、様々な視点からの判断が必要となるこの分野に
おいての医療は、医師だけでなく、看護師や生活支援

員、家族などから利用者の日頃の様子を鑑み総合的に
考えていく、まさに「関係の中にある医療」だという
こと、そして、その実践に伴う難しさと、でも、そこ
にある豊かさを改めて伺うことができました。
　後半は、これまで交流を深めてきた奈良県重症心身
障害児者センターの森口千夏氏と香川県医療的ケア児
等支援センター「ソダテル」の英早苗氏をお招きしま
した。各センターが重点的に取り組んできた活動や地
域の課題を伺う中で、支援の範囲は教育や保育、労
働、災害対策など、非常に多岐にわたることが改めて
示されました。このような広い領域において、医ケア
センターが自らの力だけで解決を目指すのではなく、
いかに他機関と連携し、協力体制を構築できるか、分
野を超えて手を結ぶための「ハブ」としての役割が、
今後の医ケアセンターにとってより重要な使命になる
ことが再確認されました。
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発行責任者　理事長　　　口分田 政夫
編集責任者　法人事務局　田處 浩壱
印　　　刷　近江印刷株式会社

法人事務局	 TEL 077-587-1144	 〒520-2321　野洲市北桜978-2
びわこ学園医療福祉センター草津	 TEL 077-566-0701	 〒525-0072　草津市笠山八丁目3-113
びわこ学園医療福祉センター野洲	 TEL 077-587-1144	 〒520-2321　野洲市北桜978-2
知的障害児者地域生活支援センター	 TEL 077-527-0494	 〒520-0802　大津市馬場二丁目13-50
びわこ学園障害者支援センター	 TEL 077-585-8040	 〒524-0014　守山市石田町707
びわこ学園長浜診療所	 TEL 0749-53-2771	 〒526-0845　長浜市小堀町122番1

ご協力ありがとうございます
令和７年12月～令和８年３月　（敬称略）

（びわこ学園医療福祉センター草津）
食　品･･･石塚義之・千恵／二宮博之／草津市社会福祉協議会/株式会社木村牧場
その他･･･株式会社　隆新

（びわこ学園医療福祉センター野洲）
食　品･･･二宮博之・聡子／中澤偉久3件／武藤一美／高橋麗子／中村浩二
日用品･･･西　文子／小幡良雄／オムロン(株)野洲事業所　事業所長　宮崎ゆかり／七里のり子／
　　　　 大津友の会／高橋麗子
その他･･･京滋建設／認定NPO法人芸術と遊び創造協会／青樹園　水島たず子／公益財団法人河本文教福祉振興会

（びわこ学園障害者支援センター）
6名の皆様（匿名）から計11回、お菓子や食料品などの物品寄付をいただきました。

物品の寄付物品の寄付

（びわこ学園医療福祉センター草津）
天理教江西支部／山科たんぽぽ／すずらん／宇野郁子／尾浦与子／BushClover／みみすまバンド／
キラリ☆ウィンドウポップス／コトコト／ぽけってぃーの／よしの風音325／盛井バンド（わたむきの里）／
西浦正一／坂口博昭／加藤常満／香川典代／元井芳嗣／近松清司／三宅美恵子／枡谷美代子／田辺久子／
池田はるか／中路友未／田中ゆかり／山本　幸／木村友和／嶋崎まり子／向吉昌代／加藤美由紀／前田五月／
西尾悦子／田中智子／西川千晴／奥田多恵／伏見真奈美／石田登美子／宮本咲弥／永松光梨／渡邉みなみ／
井上優羽／山本奏良／吉岡桃実／林　育子

（びわこ学園医療福祉センター野洲）
近江金田教会／K-Iクラブ／更生保護女性会／天理教婦人会／野洲音訳グループさえずり／ニレトミ会／
野洲赤十字奉仕団／大津友の会／レイカディア大学園芸科OB／レイカ野洲／びわこ学院大学／
安藤眞紀／磯 春樹／上田順子／加藤常満／川端しづ子／辰市由香／左部真千恵／東郷 勇／中冨惠子／
森　紳司／木村真由美／枡谷美代子／水津さゆり／関口展平／日比野厚

（びわこ学園障害者支援センター）
和倉いで湯太鼓保存会／ユーコ＆アキラ／もこもこ／GINLALA／笠縫東学区更生保護女性会　卯田美千代

ボランティアのみなさんボランティアのみなさん

びわこ学園後援会　　各施設等への事業補助・施設環境充実補助等

その他の協力団体・会員その他の協力団体・会員

寄付金寄付金 （寄付金についてはいただいた方の御名前または団体名のみご報告させていただきます。）

（法人）
白石　剛／遠藤法律事務所／故　古谷清久（遺言執行者　三井住友銀行）／内田克己／匿名

（びわこ学園医療福祉センター草津）
草津市共同募金委員会・草津市社会福祉協議会／北本宰一／故 中村文香／イサム塗料株式会社滋賀工場

（びわこ学園医療福祉センター野洲）
株式会社メディック／優友会／武藤一美

（びわこ学園障害者支援センター）
大津市社会福祉協議会青山学区社会福祉協議会／草津市社会福祉協議会／故 中村文香


